
意　
見　
交　
換　
会　
で　
は　
、　
は　
じ　
め　
に　

国　
と　
都　
か　
ら　
P  
I  
外　
環　
沿　
線　
協　

議　
会　
の　
経　
過　
、　
沿　
線　
地　
域　
で　
の　
ア　

ン　
ケ　
ー　
ト　
調　
査　
結　
果　
な　
ど　
の　「　
最　

近　
の　
動　
向　
」　
と　
、　「　
東　
京　
外　
か　
く　

環　
状　
道　
路　
（　
関　
越　
道　
〜　
東　
名　
高　

速　
間　
）　に　
関　
す　
る　
方　
針　
」　（　
３　
月　
14  

日
）　に　
つ　
い　
て　
報
告　
し　
ま　
し　
た　
。　

続　
い　
て　
国　
と　
都　
か　
ら　
「　『　
方　
針　
』　

を　
軸　
に　
地　
元　
の　
皆　
さ　
ん　
の　
意　
向　

等　
を　
把　
握　
し　
、　
早　
期　
に　
結　
論　
を　

出　
し　
て　
い　
き　
た　
い　
」　
と　
説　
明　
し　
、　

「　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
、　
地　
上　
部　
街　

路　
の　
必　
要　
性　
を　
含　
め　
、　
議　
会　
に　

お　
い　
て　
議　
論　
を　
進　
め　
て　
い　
た　
だ　

き　
、　
区　
市　
と　
し　
て　
の　
意　
見　
を　
と　

り　
ま　
と　
め　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
」　
と　

要
請　
し　
ま　
し　
た　
。　

出　
席　
さ　
れ　
た　
区　
市　
長　
か　
ら　
出　

さ　
れ　
た　
主　
な　
意　
見　
は　
、　
次　
の　
と　

お　
り　
で　
す　
。　

外　
環　
計　
画　
と　
大　
深　
度　
地　
下　

外　
環　
計　
画　
に　
つ　
い　
て　
は　
「　
絶　
対　

必　
要　
、　
早　
期　
整　
備　
を　
」　「　
や　
る　
な　

ら　
安　
く　
、　
早　
く　
、　
沿　
線　
へ　
の　
影　
響　

を　
少　
な　
く　
」　「　
地　
下　
化　
を　
前　
提　
に　

す　
れ　
ば　
賛　
成　
」　「　
有　
用　
性　
は　
理　
解　
」　

な　
ど　
早　
期　
に　
結　
論　
を　
出　
す　
こ　
と　

を　
求　
め　
る　
意　
見　
、　
地　
下　
化　
に　
つ　
い　

て　
は　「　
大　
深　
度　
地　
下　
利　
用　
を　
前　
提　

と　
し　
た　
議　
論　
で　
あ　
れ　
ば　
、　
市　
議　

会　
の　
考　
え　
方　
も　
変　
わ　
っ　
て　
い　
く　

だ　
ろ　
う　
」　「　
大　
深　
度　
地　
下　
に　
は　

一　
定　
の　
理　
解　
」　
な　
ど　
理　
解　
を　

示　
す　
意　
見　
が　
出　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
「　
住　
民　
の　
意　
見　
に　
耳　

を　
傾　
け　
、　
合　
意　
形　
成　
を　
図　
り　

つ　
つ　
、　
早　
期　
実　
現　
を　
」　
な　
ど　
合　

意　
形　
成　
を　
重　
視　
す　
る　
意　
見　
、　

「　
関　
連　
道　
路　
の　
整　
備　
、　
西　
武　
新　

宿　
線　
等　
と　
一　
体　
的　
に　
検　
討　
す　

る　
必　
要　
が　
あ　
り　
、　
支　
援　
し　
て　

い　
た　
だ　
き　
た　
い　
」　、　「　
地　
上　
部　
の　

活　
用　
に　
つ　
い　
て　
総　
合　
的　
に　
検　

討　
す　
べ　
き　
」　
な　
ど　
の　
意　
見　
も　
あ　

り
ま　
し　
た　
。　

イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ

イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
に　
つ　
い　
て　
は　

「　
青　
梅　
街　
道　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　

は　
ぜ　
ひ　
建　
設　
し　
て　
欲　
し　
い　
」　
と　
い　

う　
積　
極　
的　
な　
意　
見　
、　「　
世　
田　
谷　
通　

り　
は　
慢　
性　
的　
な　
渋　
滞　
が　
発　
生　
し　

て　
お　
り　
、　
現　
状　
の　
ま　
ま　
で　
は　
イ　
ン　

タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
の　
設　
置　
は　
困　
難　
」　、　

「　
青　
梅　
街　
道　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　

に　
は　
練　
馬　
、　
杉　
並　
両　
区　
の　
意　
向　

の　
把　
握　
を　
し　
て　
欲　
し　
い　
」　
等　
の　
慎　

重　
な　
意　
見　
、　「　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　

ジ　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　
地　
元　
説　
明　
会　
を　

行　
う　
な　
ど　
、　
幅　
広　
く　
情　
報　
公　
開　

し　
つ　
つ　
議　
論　
し　
て　
欲　
し　
い　
」　
な　
ど　
、　

オ　
ー　
プ　
ン　
に　
議　
論　
し　
て　
欲　
し　
い　

と　
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。　

環
境
調
査

「　
環　
境　
・　
安　
全　
対　
策　
は　
考　
え　
ら　

れ　
る　
最　
大　
の　
知　
見　
で　
対　
応　
を　
し　

て　
欲　
し　
い　
」　
な　
ど　
、　
周　
辺　
環　
境　
へ　

の　
配　
慮　
を　
求　
め　
る　
意　
見　
が　
あ　
り　

ま　
し　
た　
。　「　
環　
境　
に　
与　
え　
る　
影　
響　

等　
の　
デ　
ー　
タ　
を　
提　
供　
し　
て　
い　
た　
だ　

き　
た　
い　
」　「　
大　
気　
、　
地　
下　
水　
、　
湧　

水　
、　
動　
植　
物　
等　
に　
つ　
い　
て　
、　
早　
期　

に　
環　
境　
調　
査　
を　
行　
っ　
て　
欲　
し　
い　
」　

「　
よ　
り　
多　
く　
の　
住　
民　
の　
意　
見　
に　
耳　

を　
傾　
け　
、　
合　
意　
形　
成　
を　
図　
っ　
て　
い　

た　
だ　
き　
た　
い　
」　
な　
ど　
具　
体　
の　
環　
境　

調　
査　
や　
幅　
広　
い　
情　
報　
提　
供　
を　
求　

め　
る　
意
見　
が　
多
く
出
ま　
し　
た　
。　

合
意
形
成
と
情
報
提
供

「　
住　
民　
の　
合　
意　
へ　
の　
配　
慮　
が　
必　

要　
」　「　
議　
会　
、　
市　
民　
に　
納　
得　
し　
て　

も　
ら　
え　
る　
情　
報　
提　
供　
、　
進　
め　
方　

を　
し　
て　
い　
た　
だ　
き　
た　
い　
」　
な　
ど　
、　

住　
民　
の　
合　
意　
形　
成　
と　
情　
報　
提　
供　

の　
重　
要　
性　
に　
ふ　
れ　
た　
意　
見　
が　
多　

く
出
さ　
れ
ま　
し　
た　
。　

【　
な　
お　
意　
見　
交　
換　
会　
の　
「　
概　
要　
メ　
モ　
」　

は　
ホ　
ー　
ム　
ペ　
ー　
ジ　
で　
ご　
覧　
に　
な　
れ　
ま　
す　
】　
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国　
土　
交　
通　
省　
関　
東　
地　
方　
整　
備　
局　
と　
東　
京　
都　
都　
市　
計　
画　
局　

は　
、　
平　
成　
15
年　
5
月　
30
日　
（　
金　
）　、　
東　
京　
都　
庁　
に　
お　
い　
て　
東　
京　

外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　（　
関　
越　
道　
〜　
東　
名　
高　
速　
）　沿　
線　
の　
区　
市　
長　
と　

の
意
見
交
換
会　（
第
３
回
）　を
開
催
し
ま
し
た
。　

東京外かく環状道路（関越道～東名高速間）

5月3 0日(金)に開催される

沿線の区市長と意見交換会

区市長からはさまざまな意見が出された

「方針」のイメージ模型

東京外かく環状道路（関越道～東名高速間）に
関する方針について

国土交通省
東　京　都

国土交通省と東京都は、１月１０日に公表した外環の方向性について沿

線自治体との意見交換等を踏まえ、下記のとおり、外環の方針を定め

た。今後、この方針を軸に地元の意向等を把握し、早期に外環に関す

る結論を出していくこととする。

記

○外環整備は喫緊の課題で１日も早い整備が望まれるため、早く、安く完

成できるよう十分考慮し、沿線への影響を小さくする。

このため、

・外環本線は、シールドトンネルと３つのジャンクションを基本構造とする。

・トンネル構造は、３車線を収容する長距離シールドトンネル２本とし、外

径は約１６ｍに縮小する。

・地上部への影響を小さくするため、極力、大深度地下を活用する。

○インターチェンジについては、今後、地元の意向等を踏まえながら、設置

の有無について検討する。その際、設置要望のあった青梅街道インタ

ーチェンジについては、さらに地元の意向を把握していく。その他のイン

ターチェンジについては、ジャンクション構造の一体的活用について検討

する。

○地元において地上部整備の方向が定まった場合、大深度区間であって

も、地元の意向を踏まえながら、その整備を支援していくものとする。

なお、青梅街道から目白通りについては、地元の意向を踏まえながら、

地上部街路の設置を検討する。

○この方針について、沿線の住民や自治体等の関係者から幅広い意

見や意向を把握するため、模型等を活用したわかりやすい資料や

情報の提供を行う。



こ　
の　
日　
は　
、　
必　
要　
性　
の　
有　

無　
（　
効　
果　
と　
影　
響　
）　に　
つ　
い　

て　
話　
し　
合　
い　
が　
行　
わ　
れ　
ま　

し　
た
。　

外　
環　
計　
画　
全　
体　
に　
つ　
い　
て　

は　
「　
議　
論　
の　
過　
程　
で　
課　
題　

が　
生　
じ　
た　
場　
合　
、　
行　
政　
は　

『　
止　
め　
る　
こ　
と　
も　
視　
野　
に　
適　

切　
な　
対　
応　
を　
す　
る　
』　
と　
宣　

言　
で　
き　
る　
か　
」　
、　「　
住　
民　
参　

加　
で　
Ｐ　
Ｉ　
を　
監　
視　
す　
る　
機　

関　
を　
作　
り　
、　
今　
後　
を　
議　
論　

し　
て　
い　
く　
べ　
き　
」　
と　
い　
っ　
た　
意　

見
が
出
さ　
れ
ま　
し　
た　
。　

環　
境　
に　
与　
え　
る　
影　
響　
に　

つ　
い　
て　
は　
、　「　
立　
ち　
退　
く　
人　

だ　
け　
で　
な　
く　
残　
る　
人　
に　
対　

し　
て　
の　
配　
慮　
は　
ど　
う　
考　
え　

て　
い　
る　
か　
」　、　「　
交　
通　
需　
要　
予　

測　
が　
無　
く　
て　
は　
必　
要　
性　
の　

議　
論　
は　
で　
き　
な　
い　
。　
外　
環　

本　
線　
の　
予　
測　
交　
通　
量　
を　
示　

す　
べ　
き　
」　、　「　
地　
下　
水　
を　
ど　
れ　

だ　
け　
分　
断　
す　
る　
の　
か　
。　
生　

活　
用　
水　
に　
な　
る　
可　
能　
性　
の　

あ　
る　
地　
下　
水　
を　
ど　
う　
保　
存　

し　
て　
い　
く　
の　
か　
」　
な　
ど　
の　
課　

題
が　
あ
げ
ら　
れ
ま　
し　
た　
。　

３　
月　
14  
日　
に　
扇　
国　
土　
交　

通　
大　
臣　
及　
び　
石　
原　
東　
京　
都　

知　
事　
が　
発　
表　
し　
た　
「　
外　
環　

に　
関　
す　
る　
方　
針　
に　
つ　
い　
て　
」　

国　
と　
都　
か　
ら　
報　
告　
が　
あ　

り　
、　
こ　
の　
方　
針　
を　
軸　
に　
地　

元　
の　
意　
向　
等　
を　
把　
握　
し　
、　

早　
期　
に　
外　
環　
に　
関　
す　
る　
結　

論　
を　
出　
し　
て　
い　
く　
と　
説　
明　

し
ま　
し　
た　
。　

こ　
こ　
で　
は　
、　「　
こ　
の　
方　
針　

の　
報　
道　
に　
つ　
い　
て　
、　
国　
及　
び　

都　
の　
対　
応　
は　
信　
義　
則　
に　
反　

す　
る　
と　
と　
も　
に　
信　
頼　
関　
係　

を　
著　
し　
く　
損　
な　
う　
も　
の　

だ　
。　」　「　
提　
案　
す　
る　
も　
の　
が　
区　

市　
長　
、　
議　
会　
、　
協　
議　
会　
に　

伝　
え　
る　
前　
に　
新　
聞　
に　
出　
て　

し　
ま　
う　
」　
と　
い　
う　
議　
論　
が　

あ
り
ま　
し　
た　
。　

会　
議　
に　
は　
、　
協　
議　
員　
か　

ら　
そ　
れ　
ま　
で　
に　
出　
さ　
れ　
た　

質　
問　
や　
意　
見　
を　
整　
理　
分　
類　

し　
た　
資　
料　
「　
必　
要　
性　
の　
有　

無　
に　
関　
す　
る　
論　
点　
項　
目　
の　

整　
理　
」　
が　
運　
営　
懇　
談　
会　
か　

ら　
報　
告　
さ　
れ　
、　
こ　
れ　
に　
基　
づ　

き　
議　
論　
を　
進　
め　
て　
い　
く　
こ　
と　

が　
確
認　
さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

続　
い　
て　
国　
土　
交　
通　
省　
か　

ら　
大　
深　
度　
地　
下　
の　
模　
型　
が　

資　
料　
と　
し　
て　
提　
示　
さ　
れ　
ま　

し　
た　
。　

会　
議　
で　
は　
、　
大　
気　
汚　
染　

へ　
の　
懸　
念　
や　
「　
換　
気　
所　
周　
辺　

の　
影　
響　
が　
及　
ぶ　
範　
囲　
や　
換　

気　
所　
の　
規　
模　
を　
明　
ら　
か　
に　

す　
べ　
き　
」　
と　
い　
っ　
た　
意　
見　
が　

出
さ　
れ
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
日　
は　
討　
議　
の　
前　
に　

4
月　
16  
日　
、　
19  
日　
の　
両　
日　

に　
行　
わ　
れ　
た　
「　
現　
地　
視　
察　
」　

と　
第　
5
回　
運　
営　
懇　
談　
会　
の　

報
告
が
行
わ　
れ
ま　
し　
た　
。　

運　
営　
懇　
談　
会　
か　
ら　
「　
外　

環　
本　
線　
ト　
ン　
ネ　
ル　
の　
地　
上　

部　
の　
街　
路　
に　
つ　
い　
て　
は　
、　今　
、　

議　
論　
し　
て　
い　
る　
外　
環　
道　
の　

必　
要　
性　
の　
有　
無　
と　
は　
切　
り　

離　
し　
、　
必　
要　
性　
の　
議　
論　
が　

あ　
る　
程　
度　
集　
約　
さ　
れ　
た　
段　

階　
で　
議　
論　
し　
て　
い　
く　
」　
と　

論　
点　
項　
目　
に　
追　
加　
す　
る　
こ　

と　
、　
オ　
ー　
プ　
ン　
ハ　
ウ　
ス　
を　
各　

地　
区　
で　
開　
催　
す　
る　
こ　
と　
が　

提　
案　
さ　
れ　
、　
各　
地　
区　
で　
対　

応　
し　
て　
い　
く　
こ　
と　
に　
な　
り　

ま　
し　
た　
。　

会　
議　
で　
は　
必　
要　
性　
の　
有　

無　（　
効　
果　
と　
影　
響　
）　に　
つ　
い　
て　

議　
論　
を　
行　
い　
ま　
し　
た　
。　
協　

議　
員　
か　
ら　
は　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　

ン　
、　
イ　
ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
周　
辺　

の　
交　
通　
量　
に　
つ　
い　
て　
、　
換　
気　

所　
や　
換　
気　
処　
理　
に　
つ　
い　
て　
、　

地　
上　
部　
街　
路　
の　
議　
論　
の　
進　

め　
方　
に　
つ　
い　
て　
の　
意　
見　
が　
出　

さ　
れ　
ま　
し　
た　
。　

協　
議　
会　
の　
冒　
頭　
、　
外　
環　

の　
地　
上　
部　
街　
路　
に　
つ　
い　
て　
の　

議　
論　
の　
進　
め　
方　
に　
つ　
い　
て　
、　

東　
京　
都　
よ　
り　
「　
高　
速　
道　
路　

の　
議　
論　
が　
あ　
る　
程　
度　
集　
約　

さ　
れ　
た　
段　
階　
で　
、　
地　
上　
部　

街　
路　
の　
議　
論　
を　
行　
う　
こ　
と　

と　
す　
る　
」　
と　
の　
説　
明　
が　
あ　

り　
ま　
し　
た　
。　

運　
営　
懇　
談　
会　
か　
ら　
今　
後　

の　
予　
定　
と　
し　
て　「　
５　
月　
に　
論　

点　
項　
目　
の　
議　
論　
を　
行　
い　
、　
６　

月　
に　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
議　
論　
及　

び　
今　
後　
の　
課　
題　
を　
整　
理　
し　

た　
と　
り　
ま　
と　
め　
を　
行　
う　
」　

と　
い　
う　
提　
案　
が　
行　
わ　
れ　
、　

了
承
さ　
れ
ま　
し　
た　
。　

会　
議　
で　
は　
前　
回　
に　
引　
き　

続　
き　
、　
必　
要　
性　
の　
有　
無　（　
効　

果　
と　
影　
響　
）　
に　
つ　
い　
て　
、　
議　

論
を
行　
い　
ま　
し　
た　
。　

こ　
の　
日　
の　
会　
議　
で　
は　
設　

置　
さ　
れ　
る　
換　
気　
所　
の　
数　
、　

設　
置　
場　
所　
に　
つ　
い　
て　
具　
体　
的　

に　
説　
明　
を　
求　
め　
る　
意　
見　
が　

あ
り
ま　
し　
た　
。　

こ　
れ　
に　
対　
し　
て　
国　
の　
協　

議　
員　
か　
ら　
「　
換　
気　
所　
は　
最　

低　
３　
カ　
所　
は　
必　
要　
と　
考　
え　

て　
い　
る　
」　
等　
の　
説　
明　
が　
あ　
り　

ま　
し　
た　
。　

協　
議　
会　
の　
冒　
頭　
、　
換　
気　

所　
に　
つ　
い　
て　
国　
土　
交　
通　
省　

よ　
り　
「　
換　
気　
所　
は　
、　
今　
後　
検　

討　
し　
て　
い　
く　
外　
環　
道　
本　
線　

及　
び　
連　
絡　
路　
の　
延　
長　
、　
勾　

配　
や　
交　
通　
量　
等　
に　
基　
づ　

き　
、　
必　
要　
と　
な　
る　
風　
量　
等　

を　
算　
出　
し　
て　
、　
換　
気　
所　
の　

必　
要　
数　
や　
位　
置　

を　
検　
討　
し　
て　
い　

く　
」　
と　
の　
説　
明　

が　
あ　
り　
ま　
し　

た
。　会　

議　
で　
は　
環　

境　
に　
与　
え　
る　
影　

響　
に　
つ　
い　
て　
議　

論　
が　
行　
わ　
れ　
、　

「　
青　
梅　
街　
道　
イ　

ン　
タ　
ー　
チ　
ェ　
ン　

ジ　
は　
建　
設　
計　
画　

予　
定　
地　
が　
学　
校　

に　
近　
く　
て　
、　
設　

置　
は　
無　
理　
で　
は　
な　
い　
の　

か　
」　、　「　
善　
福　
寺　
池　
が　
元　
に　

戻　
ら　
な　
く　
な　
る　
の　
で　
は　
な　

い　
か　
」　
と　
い　
う　
意　
見　
が　
出　
る　

一　
方　
、　「　
青　
梅　
街　
道　
イ　
ン　
タ　

ー　
チ　
ェ　
ン　
ジ　
は　
設　
置　
さ　
れ　
な　

け　
れ　
ば　
困　
る　
」　
な　
ど　
の　
意　
見　

も
出
さ　
れ
ま　
し　
た　
。　

「　
予　
測　
の　
前　
に　
環　
境　
の　
現　

状　
が　
ど　
う　
な　
っ　
て　
い　
る　
の　
か　

調　
べ　
る　
必　
要　
が　
あ　
る　
」　
と　
い　

う　
意　
見　
に　
対　
し　
て　
は　
、　
国　

の　
協　
議　
員　
が　
「　
専　
門　
家　
の　

意　
見　
を　
聞　
き　
な　
が　
ら　
、　
現　

地　
調　
査　
を　
行　
い　
た　
い　
」　
と　
答　

え　
ま　
し　
た　
。　
環　
境　
ア　
セ　
ス　

メ　
ン　
ト　
に　
お　
い　
て　
も　
「　
P
I

的　
な　
方　
法　
を　
考　
え　
て　
い　
く　

必　
要　
が　
あ　
る　
」　
と　
い　
う　
意　
見　

が
出
さ　
れ
ま　
し　
た　
。　

ま　
た　
こ　
の　
日　
、　
国　
か　
ら　

各　
ジ　
ャ　
ン　
ク　
シ　
ョ　
ン　
等　
の　
模　

型　
が　
資　
料　
と　
し　
て　
提　
出　
さ　

れ
ま　
し　
た　
。　

(2)東京外かく環状道路広報紙「外環ジャーナル」第11号

東　
京　
外　
か　
く　
環　
状　
道　
路　
（　
関　
越　
道　
〜　
東　
名　
高　
速　
）　の　

計　
画　
に　
つ　
い　
て　
、　
計　
画　
沿　
線　
７　
区　
市　
の　
住　
民　
と　
７　
区　

市　
、　
国　
土　
交　
通　
省　
、　
東　
京　
都　
の　
担　
当　
者　
で　
協　
議　
す　
る　

「　
Ｐ　
Ｉ　
外　
環　
沿　
線　
協　
議　
会　
」　（　
略　
称　
・　
沿　
線　
協　
議　
会　
）　
が　

都
庁
５
階
大
会
議
場　
で
開
催
さ
れ　
て　
い　
ま
す　
。　

沿　
線　
協　
議　
会　
で　
は　
、　
第　
15
回　
か　
ら　
必　
要　
性　
の　
有　
無　

（　
効　
果　
と　
影　
響　
）　に　
つ　
い　
て　
本　
格　
的　
な　
協　
議　
が　
行　
わ　
れ　

ま　
し　
た　
。　
な　
お　
現　
在　
の　
協　
議　
員　
の　
任　
期　
（　
１　
年　
間　
）　の　

終　
わ　
る　
６　
月　
に　
は　
、　
こ　
れ　
ま　
で　
の　
議　
論　
の　
「　
中　
間　
と　
り　

ま
と　
め
」　
を
行
な
う
予
定　
で
す　
。　

こ　
れ　
ま　
で　
の　
議　
論　
の　「　
中　
間　
と　
り　
ま　
と　
め　
」　へ　

■
住
民
と　
行
政　
が　
話　
し　
合
う
沿
線
協
議
会
■

資料請求はフリーダイヤルへ

東京外かく環状道路調査事務所へお気軽にお立ち寄りください。

大深度地下構造の模型

フリーダイヤル　　　0120-34-1491（TEL&FAX）
電話受付時間 平日9：15～17：30

協協議議員員がが換換気気所所ななどどをを視視察察
ＰＩ外環沿線協議会では、去る4月1 6日（水）と1 9日（土）の両日、計1 6

人の協議員が参加して首都高速中央環状線の換気所などの施設を視察

しました。

首都高速中央環状新宿線西新宿シールドトンネル（建設現場）→首都

高速中央環状王子線飛鳥山換気所→国道3 5 7号京浜島換気所（脱硝技

術）→東京湾アクアライン技術資料館（海ほたる）

視察した施設は、外環を地下化した場

合に必要となるシールドトンネルや換気所

など参考となる施設で、担当者から詳し

い説明を受けながら視察しました。

●時　　間 9：15～17：30（月～金）

●住　　所 〒158-8580

東京都世田谷区用賀4-5-16ＴＥビル 7階

●TEL&FAX 03-3707-1491（外環専用ダイヤル）

●e - m a i l g a i k a n @ k t r . m l i t . g o . j p

●ホームページ h t t p : / / w w w . k t r . m l i t . g o . j p / g a i k a n 東急田園都市線 用賀駅　北口 徒歩1分

東京外かく環状道路調査事務所

シールドトンネル内で
説明を聞く協議員

飛鳥山換気所

西新宿のトンネル
建設現場

ご質問、ご意見を
お待ちしています。

換
気
所
に　
つ　
い
て

質
疑

第
19
回
・
5
月
13
日
（
火
）

環
境
に
つ
い
て

質
疑

第
20
回
・
5
月
29
日
（
木
）

地
上
部
街
路
に

つ
い
て
議
論

第
18
回
・
4
月
24
日
（
木
）

論
点
項
目
の

再
整
理

第
17
回
・
4
月
8
日
（
火
）

国
と
都　
の
対
応
に　

つ　
い　
て
議
論

第
16
回
・
3
月
27
日
（
木
）

影
響
に
つ
い
て

議
論

第
15
回
・
3
月
4
日
（
火
）

イメージ模型を見る協議員（第2 0回）

５月２９日に開催された第２０回ＰＩ外環沿線協議会

P I外環沿線協議会の

議事録と資料および

「概要メモ」はホーム

ページでご覧になれ

ます。（下記参照）

今
後
の
開
催
日
程

▼
第　
22  
回
6  
月　
26  
日　（
木
）　

▼
第　
23  
回
7  
月　
8  
日　（
火
）　

▼
第　
24  
回
7  
月　
24  
日　（
木
）　


